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Summary
Legal thought tolerating a policy of assimilation
—With focus on the wartime views of Tomoo Odaka and Lee Hang Nyon—
Keifu SUZUKI
Tomoo Odaka (1899-1956) was a professor at Keijo Imperial
University (now National Seoul University) in occupied Korea during the
war. He and his pupil Lee Hang Nyon (1915-2008) welcomed the policy
then being promoted by Japan, namely that of assimilating subjugated
peoples as subjects of the Emperor, and wrote several works extolling it.
Their position was similar to the doctrine of “Selbstgleichschaltung”
(voluntary homogenization) by intellectuals who positively supported
Nazi policies in Germany at the time. Tomoo Odaka raised the banner of
a virtuously subservient Korea, and urged young Koreans to comply
with the conscription system. Lee Hang Nyon published Chōkoku no
Seishin to Hōritsu (“National Founding Spirit and the Law”, 1938), a paper
heavily imbued with a sense of divinity whereby the “Three Sacred
Treasures” (mirror, jewel, sword) were embedded into legal philosophy.



























for imperial subjects to chant “Long live His Majesty the Emperor!” as
they went to their deaths on the battlefield. After the war, these two
forgot the past and completely changed their views. Tomoo Odaka
developed the relativist legal philosophical doctrine of Gustav Radbruch,
while Lee Hang Nyon published a theory of localized natural law. But
they never even mentioned their previous writings. These two scholars
cast aside their own “freedom” under the influence of prevailing trends,




……전쟁시기의 오다카 도모오와 이항녕의 학설을 중심으로……
스즈키 게이후
전쟁시기(1931-1945)에 식민지 조선의 경성제국대학(현재의 서울대학
교) 교수였던 오다카 도모오(尾高朝雄，1899～1956)와 그의 제자 이항
녕(Lee Hang Nyon, 1915～2008)은 일본이 추진하는 피지배민족의 황국
신민화 정책에 영합하여 이를 권장하는 책을 여러 권 저술했다. 그들의
입장은 당시 독일에서 나치의 여러 정책에 기꺼이 가담한 지식인들의
‘자발적 동질화(Selbstgleichschaltung)’ 사상과 유사하다. 오다카 도모오
는 도의조선道義朝鮮의 기치를 내걸고 청년들에게 징병제에 응하도록
촉구했다. 이항녕은 논문 “조국肇国의 정신과 법률”(1938)을 발표했다.
이 논문은 “세 가지 보물”(신경神鏡, 신주神珠, 신검神剣)을 법의 이념으
로 자리매김하는 등 지극히 신성을 강조한 내용이다. 이 논문에서는 전
장에서 황국신민이 ‘천황 폐하 만세!’ 를 부르며 순교하는 것이 옳다는
자연법론이 전개되어 있다. 제⚒차 세계대전이 끝난 후 두 사람은 과거
를 잊고 표변했다. 오다카 도모오는 구스타프 라드브루흐(Gustav
























론을 발표했다. 그러나 그들은 과거의 저작에 대해서는 철저히 입을 다
물었다. 두 학자는 시세에 편승해 스스로의 ‘자유’ 를 버렸지만, 이 ‘자유



















































































































めぐって⽜⽝札幌学院法学⽞第 31 巻第⚑号（2014）、243 頁、以下、とくに 252
頁参照。
（⚒）A. Kaufmann, Rechtsphilosophie und Nationalsozialismus, ARSP, Beiheft



































































































































































































































































































































































































































































鮮総督⽝朝鮮⽞第 326 号（1942）18 頁～26 頁；④⽛大東亜共栄圏と文化理念⽜、
京城帝国大学大陸文化研究所編⽝続大陸文化研究⽞（岩波書店、1943）、⚑頁
～23 頁；⑤⽛朝鮮の教学論⽜Ⅰ・Ⅱ、朝鮮教育会⽝文教の朝鮮⽞Ⅰ．第 219 号



































主張した。即ち、尾高著⽝国家構造論⽞前掲、232 頁～233 頁。とくに Carl
Schmitt, Der Begriff des Politischen, 2. Aufl., 1931. S. 7. この普遍主義的理念に
逆らう立場をひろく⽛敵⽜であるとみるシュミットの⽛敵・味方⽜の観念を批
判した拙論、鈴木敬夫⽛国家主義と寛容……中国にみる⽝敵・味方論⽞の不寛
容を問う……⽜、⽝専修総合科学研究⽞第 24 号（2016）、⚔頁～11 頁。
（16）⽛協成社会団体⽜論に引き付けて精査すると、尾高がいかに多くの箇所で
シュミットに傾斜しているかが客観視できよう。すなわち、⽝国家構造論⽞（前
掲）、57 頁、63 頁、233 頁、255 頁、257 頁、481 頁、484 頁、487 頁、489 頁、
500 頁～502 頁。
（17）尾高朝雄著⽝国家構造論⽞（前掲）、418 頁及び 428 頁。
（18）尾高朝雄著⽝国家構造論⽞（前掲）、487 頁、501 頁、502 頁。周知のごとく、
シュミットは⽛憲法制定権力は政治的意思である⽜と述べている。C. Schmitt,










































303,294 人が志願し、志願者訓練所に 6,300 人が入所している。64 頁、68 頁。
（26）尾高朝雄⽛道義朝鮮と徴兵制度⽜、朝鮮総督府刊⽝朝鮮⽞第 326 号（1942）、




















（28a）1939 年 7 月、朝鮮総督府は⽛労務動員計画⽜を施行した。その動員計画
は 39 年 1 月から⽛募集方式⽜で、42 年から⽛斡旋方式⽜で、44 年 9 月から⽛徴
用方式⽜であった。日本への労務動員数は、72 万 487 人。朝鮮内外での国民
徴用数は約 27 万人、現員徴用者は 26 万 145 人、朝鮮内の官斡旋数は約 42 万
人、軍要員は約 15 万人とされている。大蔵省管理局⽝日本人の海外活動に関














































































































































（34）李恒寧⽛肇国の精神と法律⽜（前掲）第 17 巻第 10 号、145 頁～146 頁。
（35）筧克彦著⽝大日本帝国憲法の根本義⽞（岩波書店、1936）は、憲法におけ














































































































と特質…⽜、岡山大学大学院⽝文化科学研究科紀要⽞第 10 号（2001）、33 頁、
34 頁。
（36）和辻哲郎⽛上代における⽛神⽜の意義の特殊性⽜⽝思想⽞第 169 巻（1936

































成る。李恒寧（前掲）、第 17 巻第⚙号、169 頁、171 頁、172 頁など。
（38）李恒寧（前掲）、第 17 巻第⚙号、166 頁。
（39）⽛普遍主義的な国家観⽜について、尾高朝雄著⽝国家構造論⽞（前掲）、421
頁。Koellreutter, Grundriss der allgemeinen Staatslehre, S. 24。ケルロイター
は徹底して自由主義を拒絶している。A. Kaufmann, a. a. O., S. 6.；前掲邦訳、
11 頁。
（40）李恒寧（前掲）、第 17 巻第 10 号、135 頁。
（41）李恒寧（前掲）、第 17 巻第 10 号、136 頁。⽛かるが故に、東西その類を見
ざる⽝殉死⽞の風⽜が育まれたのである。これは臣民が⽛天皇と喜怒哀楽を共
にする生き方そのもの⽜と説かれた。







































































































（43）李恒寧（前掲）、第 17 巻第 10 号、137 頁。
（44）李恒寧（前掲）、第 17 巻第 10 号、138 頁。
（45）このことは、⽛動かぬ国体を宣明せられ、動く国体を制定された天皇⽜と
は、⽛憲法改正の大権⽜が、神格者に専属していることを意味している。李恒





























第 15 巻第 10 号（1943）、10 頁。つまり、李恒寧は⽛帝国憲法⽜の有する⽛動
かぬ硬性憲法でもなく、動く軟性憲法でもない⽜性質に、シュタムラーの⽛内




Problematik der Rechtserneuerung, in: Zeitwende 19 (1948), 684.; Kaufmann,
a. a. O., S. 16. 前掲邦訳、28 頁。
（48）⽛皇国は宇宙の生命の中枢にして、皇国法は、かかる生命の生き方即ち、
宇宙の大法そのもの⽜である。李恒寧（前掲）、第 17 巻第 10 号、141 頁。
（49）李恒寧（前掲）、第 17 巻第 10 号、142 頁、143 頁。
（50）李恒寧（前掲）、第 17 巻第 10 号、144 頁。































































































































































































































































ある。解放された奴隷こそ人間である。（법의 이념은 이 노예를 해방하

















































































（62）김창록⽛이항녕의 법사사Ⅰ─식민지조선의 법학도─⽜⽝法史学研究⽞第 49









掲、註 36）、第⚑編第⚔章、第⚒編、同邦訳、52 頁以下、65 頁以下。この⽛歴
史的な風土的自然法⽜論を肯定して、ラートブルフは⽛あらゆる法思想は、そ
れを育んだ〈歴史的風土性〉の特徴を担っている⽜という。（1947）Radbruch,
Vorschule der Rechtsphilosophie. 2. Aufl. 1959, S. 22.；邦訳、ラートブルフ著作
集第⚔巻（1961）、49 頁。この書に対する矢崎光圀のBook Review が、⽝法律













（1979）、166 頁以下、とくに 172 頁～173 頁。
（69）被支配民族に対して、人間としての不平等を強いた植民地法制は、第三帝
国下の⽛実定法の不法⽜と酷似している。Radbruch, Gesetzliches Unrecht
und übergesetzliches Recht, 1946.; GRGA 3. S. 83～S. 93.；邦訳、ラートブルフ
著作集⚔、251 頁以下。この問題にふれた拙論、鈴木敬夫⽛戦時期における相
対主義の受容と変容…G. ラートブルフの所説をめぐって⽜⽝専修総合科学研
究⽞第 23 号（2015）、20 頁～23 頁。
（70）杜鋼建⽛憲政における梁啓超の人権思想⽜、⽝現代中国の法治と寛容……国
家主義と人権憲政のはざまで⽞鈴木敬夫編訳（成文堂、2017）、323 頁以下。
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